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※議長は採決には加わりません。
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議案第 67 号
御前崎市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ○ ○

議案第 68 号
御前崎市特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ○ ○

議案第 69 号
御前崎市教育委員会の教育長の給与、勤務時間その他
の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ○ ○

議案第 85 号
平成 28 年度御前崎市一般会計予算の補正（第 2 号）に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ○ ○

◆賛否が分かれた議案

【
議
案
第
66
号
に
つ
い
て
】

問
部
設
置
に
関
す
る
組
織

図
案
の
中
で
企
画
政
策

課
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
が
新

設
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
業
務
内
容
は

答
こ
の
条
例
が
議
決
さ
れ

た
後
、
行
政
組
織
規
則

な
ど
の
改
正
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
、

課
並
び
に
係
、
業
務
内
容
の
詳

細
に
つ
い
て
は
精
査
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
お
答
え
で
き
な
い

状
況
で
す
。

問
現
在
、
事
業
部
管
理
課

所
管
の
営
繕
係
を
総
務

部
に
移
管
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は

答
資
産
経
営
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
今
後

推
進
し
て
い
く
と
い
う
観
点

で
、
総
務
部
に
移
管
す
る
予
定

で
す
。

問
営
繕
関
連
業
務
は
こ
れ

か
ら
増
え
て
い
く
と
思

わ
れ
る
。
技
術
者
の
育
成
が
必

要
に
な
る
が
、
人
的
配
置
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

答 
建
築
に
関
す
る
専
門
家

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
何

年
か
技
術
職
の
募
集
を
し
て
い

ま
す
が
応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
県
か
ら
の
人
事
交
流
派

遣
で
土
木
職
や
技
術
職
の
派
遣

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
県

も
職
員
不
足
で
派
遣
が
厳
し
い

状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
現
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
課
を
新
設
す
る
と
職

員
が
必
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
課
に
十
分
な
人
員
配
置
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

委
員
会
質
疑

総
務
経
済
委
員
会

本
会
議
質
疑

【
議
案
第
66
号
に
つ
い
て
】

問
「
効
率
的
な
組
織
体
制

を
確
立
す
る
」
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か

答
本
市
で
は
、
人
口
減
少

対
策
、
複
雑
・
多
様
化

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
新
た
な
行

政
需
要
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
政
策
・
施
策
を
戦
略
的
に

展
開
で
き
る
組
織
体
制
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
、

第
２
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将

来
都
市
像
実
現
の
た
め
に
、
各

分
野
で
定
め
た
基
本
目
標
に

沿
っ
た
「
部
」
を
配
置
し
、
目

的
志
向
型
の
行
政
組
織
と
す
る

こ
と
に
よ
り
、
行
政
活
動
の
効

率
性
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
満
足

度
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

阿
南
澄
男

一
般
質
問

13
名
が
登
壇 

市
政
を
問
う

＊
こ
の
一
般
質
問
は
12
月
8
日
と
9
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

問
市
の
少
子
化
と
人
口
減

少
は
深
刻
だ
。
そ
れ
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
子
供

医
療
費
を
高
校
卒
業
ま
で
完
全

無
料
化
に
す
る
考
え
は

答
県
内
の
２
町
が
高
校
生

ま
で
の
無
料
化
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
御
前
崎
市
に
お

い
て
も
、子
育
て
支
援
の
た
め
、

平
成
29
年
10
月
か
ら
高
校
生
相

当
年
齢
ま
で
の
完
全
無
料
化
を

実
施
し
、
少
子
化
と
人
口
減
少

の
抑
制
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
ヨ
ウ
素
剤
全
戸
配
布
は

「
良
か
っ
た
」
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。
服
用
指
示
は
ど

の
時
点
で
誰
が
出
す
の
か
。
ま

た
、
服
用
し
て
健
康
被
害
が
生

問
７
つ
の
公
約
中
、「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
、
29
年
度
予
算

編
成
で
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考

え
て
い
る
か

答
29
年
度
も
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
で
対
策
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
救
援
物
資
を
ス
ム
ー
ズ
に

避
難
所
へ
配
分
す
る
シ
ス
テ
ム

構
築
に
つ
い
て
は
、
先
進
地
の

事
例
な
ど
を
参
考
に
研
究
し
て

い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
自

助
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
新
た
に
３
つ
の
補
助

制
度
を
計

画
し
て
い

ま
す
。

補
助
制

度
の
１
つ

目
は
、
災

害
発
生
後

の
復
電
火

災
対
策
と

し
て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置

に
対
す
る
補
助
を
、２
つ
目
は
、

家
庭
内
の
備
蓄
食
料
３
日
分
相

当
を
確
保
す
る
こ
と
を
条
件

に
、
非
常
用
持
出
袋
購
入
に
対

す
る
補
助
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
３
つ
目
は
、
屋
内
で
家

具
な
ど
の
転
倒
に
よ
る
怪
我
を

未
然
に
防
ぎ
、
安
全
に
避
難
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
家
具
固

定
器
具
購
入
に
対
す
る
補
助
制

度
に
つ
い
て
補
助
対
象
世
帯
を

見
直
し
て
い
き
ま
す
。
発
生
時

の
緊
急
避
難
対
策
だ
け
で
は
な

く
、
復
旧
復
興
ま
で
の
避
難
者

の
生
活
支
援
も
含
め
た
各
種
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
洗
い
出
し
を

行
い
、
緊
急
時
に
対
応
で
き
る

整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
生
命
財
産
を
守

る
た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
で
防
災
力
強
化
の
充
実
を
図

り
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
考
え
で
す
。

問
直
虎
・
左
馬
助
公
に
よ

る
誘
客
Ｐ
Ｒ
の
取
り
組

み
状
況
と
29
年
度
に
向
け
て
の

施
策
は

答
各
地
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
の
原
案
が
で
き

つ
つ
あ
り
、
29
年
度
予
算
に
印

刷
費
と
看
板
設
置
工
事
費
を
計

上
予
定
で
す
。
首
都
圏
の
旅
行

会
社
に
は
、
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
へ

の
取
り
入
れ
を
働
き
か
け
て
い

ま
す
。
商
品
開
発
に
つ
い
て

は
、
左
馬
助
公
の
名
前
を
使
っ

た
ラ
ン
チ
な
ど
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
大
河
ド
ラ
マ
に

あ
わ
せ
、
旧
鈴
木
東
洋
先
生
宅

を
お
借
り
し
て
、「
新
野
左
馬

助
公
展
示
館｣

を
開
館
す
る
予

定
で
す
。

問
農
業
振
興
と
農
水
畜
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
成

熟
度
は

答
農
業
法
人
や
６
次
産
業

化
を
支
援
し
、
補
助
制

度
の
拡
大
に
は
、
国
県
の
補
助

に
市
単
独
費
を
上
乗
せ
す
る
方

策
を
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
メ
ロ
ン
や
牛
肉
、
カ
ツ

オ
な
ど
の
１
次
産
品
の
認
知
度

は
必
ず
し
も
高
い
と
は
い
え
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。今
後
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ
の
登

録
を
お
願
い
し
、
情
報
発
信
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問
企
業
誘
致
事
業
に
お
け

る
企
業
立
地
可
能
性
調

査
の
状
況
は

答
合
戸
・
比
木
・
新
野
の

候
補
地
の
立
地
条
件
を

現
況
下
で
再
評
価
し
、
絞
り
込

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
調

査
は
市
内
９
社
、
隣
接
市
３
社

の
訪
問
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

29
年
度
は
企
業
導
入
施
策
を
含

め
て
企
業
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

じ
た
場
合
、
誰
が
責
任
を
持
つ

の
か答

全
面
緊
急
事
態
に
至
っ

た
場
合
、
原
子
力
規
制

委
員
会
の
判
断
に
基
づ
き
、
国

の
原
子
力
対
策
本
部
、
ま
た
は

県
・
市
が
服
用
指
示
を
出
し
ま

す
。
国
か
ら
の
指
示
に
基
づ
き

ヨ
ウ
素
剤
を
服
用
し
、
健
康
被

害
が
生
じ
た
場
合
は
、
国
が
責

任
を
負
う
も
の
と
考
え
ま
す
。

問
原
発
敷
地
周
辺
に
活
断

層
が
見
つ
か
っ
た
と
報

道
さ
れ
た
。
市
長
は
こ
れ
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
。

ま
た
、
地
震
に
よ
っ
て
Ｈ
系
断

層
は
動
か
な
い
と
信
じ
る
か

答
私
と
し
て
は
、
あ
く
ま

で
も
規
制
委
員
会
の
審

査
結
果
の

報
告
を
踏

ま
え
て
考

え
て
い
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

安定ヨウ素剤

備蓄食料

新野左馬助公展示館（旧鈴木医院：鈴木東洋先生宅）

子
供
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

ヨ
ウ
素
剤
服
用
後
の
健
康
被
害
は
国
の
責
任
で

活
断
層
の
存
在
が
明
ら
か
に
、
原
発
の
廃
炉
を
求
め
る

清水澄夫

市
長
の
選
挙
公
約
に
つ
い
て

阿南澄男

直
虎
・
左さ
ま
の
す
け
馬
助
公
に
よ
る
誘
客
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

企
業
誘
致
事
業
に
つ
い
て

渥美昌裕


